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プログラム PCalcMeasuresL.exeについて 
 

プログラム PCalcMeasuresL.exeは、最尤法によってパラメタ値を求めている。 

 
 条件 iにおけるシグナルおよびノイズに対する YESおよび NOの反応数が表１のようで
あるときの尤度を次式で与える。 

( ) ( ){ }∏ ⎥
⎥
⎦

⎤

⎢
⎢
⎣

⎡

⎭
⎬
⎫

⎩
⎨
⎧

⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛ −
Φ−⋅⎟⎟

⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛ −
Φ⋅Φ−⋅Φ=

ii

ii

SYes

s

si

SNo

s

siNYes
i

NNo
iL

σ
µλ

σ
µλ

λλ 11  

ここで、 

( ) ( )∫∫ ∞−∞−

−
=⋅=Φ

λλ
φ

π
λ dxxdxe

x2

2
1

2
1

 

である。 
 したがって、対数尤度は次式で与えられる。 
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図１ ノイズとシグナルに対する分布 

YES   NO 
シグナル 
ノイズ 

iSYes   iSNO  

iNYes   iNNo  

表１ 観測度数 
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 対数尤度の偏導関数は次式で与えられる。 
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プログラム PCalcMeasuresL.exe では、対数尤度 Ll log= を最大にするパラメタ値を偏導

関数を用いない極値探索法である Brent法によって求めている。 

図１ 起動時のフォーム 

図２ 値の設定 
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 プログラム PCalcMeasuresL.exe を起動すると、図１のフォームが表示される。条件の
数に合わせて必要な行数を用意する。「追加」ボタンのクリックでアクティブなセルの下に

行が挿入され、「削除」ボタンのクリックでアクティブなセルの行が削除される。セルはク

リックによりアクティブになる。 

 図２は例 4.4の値を設定したものである。設定した値は「保存」ボタンのクリックでＣＳ
Ｖ形式のファイルに保存することができる。保存したデータは、「読込」ボタンのクリック

で読み込むことができる。保存はＣＳＶ形式であるので、Excelで開くこともできる。読み
込みはＣＳＶ形式のファイルの読み込みであるので、「保存」ボタンのクリックで保存され

るＣＳＶ形式のファイルと同じスタイルで Excel によって作成してＣＳＶ形式で保存すれ
ば、「読込」ボタンのクリックで読み込むことができる。 
 図２のように値を設定した後、「計算」ボタンをクリックすると計算結果の表示用画面が

図３のように提示される。不等分散ガウス型モデルに対するＲＯＣ直線が黒の直線で表さ

れている。この直線に対するパラメタの値が画面の右下に表示され、このときの弁別力の

測度は画面の左上に表示されている。 
mu_s = 0.74688 

sigma_s = 1.3583 
は、推定値 

74688.0=sµ  

図３ 計算結果の表示 
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3583.1=sσ  
を表し、 

⊿m = 0.74688 
de = 0.6334 

da = 0.62621 
Az = 0.67104 

は、推定値 
74688.0=∆m  
6334.0=ed  
62621.0=ad  
67104.0=zA  

を表す。 
  反応の基準値は、 

Lambda[1] = 1.0172 
Lambda[2] = 0.51813 
Lambda[3] = 0.21133 
Lambda[4] = -0.18284 
 
LogBeta[1] = 0.19129 
LogBeta[2] = -0.18619 
LogBeta[3] = -0.36164 
LogBeta[4] = -0.52377 

は、 
0172.11 =λ  
51813.02 =λ  
21133.03 =λ  

18284.04 −=λ  
 

19129.0log 1 =β  
18619.0log 2 −=β  
36164.0log 3 −=β  
52377.0log 4 −=β  

 
を表していて、例 4.4に示されている推定値と有効桁数の範囲で一致している。 
 図３の描画図形は、「印刷」ボタンをクリックするとプリンタに出力される。 
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